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きく ち いさおだい し きょう

いまこの世界に、「主の道を備え、その道筋をまっすぐにせよ」と声をあげる預言者は存在
せ かい しゅ みち そな みちすじ こえ よ げんしゃ そんざい

しているでしょうか。世界を支配する神の招きに応え、神が与える使命に徹底的に生き
せ かい し はい かみ まね こた かみ あた し めい てっていてき い

る存在はどこにあるのでしょうか。
そんざい

教皇フランシスコは、回勅「兄弟の皆さん」の終わりに、「教会が目指しているのは、
きょうこう かいちょく きょうだい みな お きょうかい め ざ

地上の権力者に対抗することではなく、むしろ『現代世界へ、信仰、希望、愛をあか
ち じょう けんりょくしゃ たいこう げんだい せ かい しんこう き ぼう あい

しするために・・・開かれた、これこそが教会である家庭の中の家庭』として自らを示
ひら きょうかい か てい なか か てい みずか しめ

すことです」と記しています。（276）
しる

その上で教皇は、「わたしたちは、仕える教会、家から出て行く、聖堂から出て行く、
うえ きょうこう つか きょうかい いえ で い せいどう で い

香部屋から出て行く教会になりたいのです。いのちに寄り添い、希望を支え、一致のし
こう べ や で い きょうかい よ そ き ぼう ささ いっ ち

るしとなるために、橋を架け、壁を壊し、和解の種をまくためにです」と、教会が現代社会
はし か かべ こわ わ かい たね きょうかい げんだいしゃかい

にあって、福音を目に見える形であかしすることの重要性を強 調されています。
ふくいん め み かたち じゅうようせい きょうちょう

教会は神の⺠であるとする第⼆バチカン公会議の教会憲章は、「神の聖なる⺠は、キ
きょうかい かみ たみ だい に こうかい ぎ きょうかいけんしょう かみ せい たみ

リストが果たした預言職にも参加する。それは、特に信仰と愛の生活を通してキリスト
は よ げんしょく さん か とく しんこう あい せいかつ とお

について生きたあかしを広め、賛美の供え物、すなわち神の名を称える 唇 の果実を神
い ひろ さん び そな もの かみ な たた くちびる か じつ かみ

に捧げることによって行われる（12）」としるし、現代社会にあって、教会が預言者的役割
ささ おこな げんだいしゃかい きょうかい よ げんしゃてきやくわり

を果たしていくことの必然性を記しています。そしてわたしたちは、その神の⺠を形作
は ひつぜんせい しる かみ たみ かたちづく

る一員です。わたしたち一人ひとりには、洗礼者ヨハネに倣って、荒れ野で声を上げる務
いちいん ひと り せんれいしゃ なら あ の こえ あ つと

めがあります。

教皇フランシスコは、聖性の道への招きは、特別な人だけへの呼びかけではなくすべて
きょうこう せいせい みち まね とくべつ ひと よ

のキリスト者に向けられた呼びかけであることを強 調されますが、同時に「教会が必要
しゃ む よ きょうちょう どう じ きょうかい ひつよう

とするのは・・・まことのいのちを伝えることに燃えて献身する、熱い宣教者だ（138）」
つた も けんしん あつ せんきょうしゃ

と記して、司祭や修道者の聖性の模範が信徒に先立つものとして重要であることも指摘
しる し さい しゅうどうしゃ せいせい も はん しん と さき だ じゅうよう し てき
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されています。

教会は、聖性の道を歩む模範となる司祭や修道者を必要としています。洗礼者ヨハネ
きょうかい せいせい みち あゆ も はん し さい しゅうどうしゃ ひつよう せんれいしゃ

のように、勇気を持って先頭に立ち、信仰における正論を声を上げてあかしするリーダ
ゆう き も せんとう た しんこう せいろん こえ あ

ーとしての司祭や修道者が必要です。
し さい しゅうどうしゃ ひつよう

わたしたちは現代社会にあって、荒れ野の声となる務めを自らに再確認すると共に、率先
げんだいしゃかい あ の こえ つと みずか さいかくにん とも そっせん

して神の⺠を率いる司祭・修道者が誕生するように、祈り続けていきたいと思います。
かみ たみ ひき し さい しゅうどうしゃ たんじょう いの つづ おも


